
本を読みたいと思うきっかけの場所をつくりたい
多摩ニュータウン再生の一部に

大学の行き帰り
授業がない日も
ピクニックのような気分で

栞 人生の道しるべ

多摩の丘で本を読む

concept



・大学生の読書時間「0分」は半数近く

＝大学生の半数近くに読書習慣がない

ストレスと読書

めくる音

匂い

めくる感触

装丁

読み終えて閉じる感覚

・低ストレス者は読書習慣がある人が多い

読書とストレスには関係があると思われる

・ストレスを減らすためには
紙の本の魅力である、匂い、装丁、めくる、

閉じる、音などの感覚を大事に



・東京都西南部の多摩丘陵に位置する

・昭和40年に都市計画決定され、建設がスタート
しかし現在…当初の入居者の高齢化により住む人が減少

高齢化率の上昇を抑えるためには、若い人の比率を下げないことが大事

・多摩ニュータウンやその周辺地域には多くの大学がある
若い人が多くいるこの場所に

住み続けたいと思う魅力的な仕掛けを作る

計画地・多摩ニュータウン



Park

MAP



B棟 北立面図

A棟 南立面図

２階から外の丘へと続く（B棟）

丘の上で読むエリア



メインエリア（A棟）



囲われつつも空気の通りが良い



寝ながら読むエリア（A棟）


